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近年、交通事故死者数のうち最も多くの割合を占めているのが歩行者です。
交通事故被害の低減のためには、歩行者事故を防ぐことが重要になっています。
そこでこのＤＶＤでは、ドライバーの立場から、歩行者事故を起こさないために何に気をつければ良いのか
を考えていきます。歩行者事故は、どんな場面で、どんな要因から起きているのでしょうか。歩行者の死亡
事故に多い典型的な例をもとに、安全運転のポイントを探っていきます。

交通事故死者数の統計（状態別死者数）を見ると、平成20年以降、死者数のうち最も
多くの割合を占めているのが歩行者です。近年、歩行者事故の防止がとくに重要な課
題となっています。
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歩行者事故を起こさない運転
ドライバーのためのチェックポイント

歩行者が死亡する事故のうち、最も多いのは、直進する車が横断中の歩行者に衝突す
る事故。その大きな要因はドライバーの漫然・脇見運転です。一瞬の気の緩みが重大
な事故につながることをしっかりと認識しましょう。

プロローグ

漫然・脇見運転の危険　～直進時に起きる歩行者事故～

交差点での右左折時にも歩行者事故は多発しています。ここでは安全不確認による
事故をスタントで再現し、その原因を探ります。車を発進させる前に、ひと呼吸。
もう一度の安全確認が、歩行者事故を防ぐポイントです。

歩行者の死亡事故の７割近くは夜間に発生。とくに典型的に見られるのが、直進中の
車が、右から横断してくる歩行者に衝突する事故です。なぜこうした事故が多いので
しょうか。夜間の運転に潜む危険を探ります。

安全不確認の危険　～交差点での歩行者事故～

気をつけて！　夜間、右からの横断歩行者

事故の犠牲になる歩行者のうち、圧倒的に多いのが65歳以上の高齢者。高齢歩行者
の特性を理解し、それに配慮した運転を心がけましょう。

歩行者事故を起こさないための安全運転のポイントを、最後にもう一度、確認してい
きます。

高齢歩行者に配慮した運転
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